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● OPアンプは数値計算用に開発された

OPアンプという呼び名はOperational Amplifier

（演算増幅器）を略したもので，もともとはアナログ・

コンピュータ（アナログ回路を用いて数値計算を行う

コンピュータ）用に開発された素子でした．

しかし，現在のディジタル・コンピュータが普及し

てからは，数値計算の目的でOPアンプを使うことは

ほとんどなくなりました．アナログ演算回路は温度変

動など環境の影響を受けやすく，また演算結果の保存

や伝送にも適していないためです．

現在，演算回路としてよく使われるのは，加算/減

算回路，定数倍（増幅）回路，微分/積分回路などです．

これらは，数値演算というより，信号の増幅，合成，

変換，比較などの信号処理を目的としたものです．

加算/減算/定数倍の方法は第2章ですでに解説しま

した．本章では，加減算回路および微分/積分回路と

その応用について解説します．いずれも，付録基板で

実験できます．

● 加算項と減算項の数を任意に決められるタイプ

減算回路は第2章3－4節で紹介しました．ここでは，

それとは別の実現方法を紹介します．NJM2732を使

ってもNJU7043を使っても作ることができます．

減算は，負数の加算と等価であることに注目すれば，

図1のように反転増幅回路と反転加算回路を組み合わ

せることで実現できます．さらに，図2のように反転

増幅回路の入力を拡張して，2個の反転加算回路の組

み合わせにすれば，複数の加算と減算を行う加減算回

路になります．

このとき，反転の反転は元に戻る（非反転）ことから，

1段目の反転加算回路の入力V2，V21，V22，…，は加

算項となり，1段目を通さない2段目の反転加算回路

の入力V1，V11，V12，…，は減算項となります．す

なわち，出力電圧は，

Vout＝（V2＋V21＋V22＋…）

－（V1＋V11＋V12＋…） …………………（1）

加減算
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減算は負数の加算と等
価であることに注目す
れば，このように減算
回路ができます．�

図1 反転と加算で構成した減算回路（PSpiceデータ・ファイル：¥fig7－1）



となります．加算項，減算項の個数はそれぞれ任意に

増やせます．

ここでは，抵抗値はすべて同じ値として単純な加算，

減算を行う回路にしましたが，抵抗値を変えれば重み

付きの加減算回路にもできます．

● 加算項と減算項は同数でなければならないがOP

アンプ1個ですむタイプ

第2章3－4節の減算回路を拡張して，複数の加算項，

減算項を持つ加減算回路を1個のOPアンプで作るこ

とができます．これも，NJM2732でもNJU7043でも

同様に作れます．

図3のように，減算回路の加算側（OPアンプの非反

転入力側）と減算側（OPアンプの反転入力側）に，そ

れぞれ抵抗を1個ずつ増設し，加算項V21と減算項V11
を拡張します．これによって，OPアンプの非反転入

力は3本の抵抗R3＝R31＝R4＝Rによる抵抗分圧と

なり，Vin＋＝（V2＋V21＋0 V）/3となります．反転入

力も3本の抵抗R1＝R11＝R2＝Rによる抵抗分圧と

なり，Vin－＝（V1＋V11＋Vout）/3となります．仮想
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図3 OPアンプ1個の加減算回路
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図2 OPアンプ2個の加減算回路（PSpiceデータ・ファイル：¥fig7－2）


